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パーゴラ（出雲市 花の郷）�
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表彰式�

体験発表�
指差唱和�

心肺蘇生法講習�

　6月19日（金）に平成21年度 労働安全衛生大会を組合本所で開催しました。�
　優良従業員、優良運転者表彰の表彰式をし、出雲市消防本部から「心肺蘇生法・現場での
応急手当」の講義を受けました。�
　今回は職場体験の出雲農林高校の生徒さんも参加しAED（自動体外式除細動器）の使
用方法等を一緒に学びました。�
　当組合の安全目標「もう一度 目で見て指して 再確認」を理解し、基本に返った「災害ゼロ 
危険ゼロ」を目標にして、組織的かつ継続的な安全活動を推し進めてまいります。�

　
昨
年
度
は
世
界
的
な
原
油
の
高
騰
を
は
じ
め
、米
国
大
手

証
券
会
社
の
経
営
破
綻
等
に
よ
る
希
に
み
る
世
界
不
況
の
影

響
で
森
林
・
林
業
を
取
り
ま
く
環
境
も
非
常
に
厳
し
く
な
り

ま
し
た
。生
産
事
業
は
コ
ス
ト
高
と
な
り
又
、行
財
政
改
革
に

よ
る
公
共
事
業
の
大
幅
な
受
注
減
が
大
き
く
経
営
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
が
、組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご

支
援
に
よ
り
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

に
対
し
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
さ
て
、二
十
一
年
度
の
通
常
総
代
会
も
終
え
さ
せ
て
頂
き
、

本
年
度
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
所
で
あ
り
ま
す
。�

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
京
都
議
定
書
に
よ
る
第
一

期
CO2
削
減
目
標
達
成
に
向
け
て
、森
林
施
業
の
集
約
化
・
団
地

化
を
図
り
な
が
ら
作
業
道
開
設
を
行
な
い
間
伐
や
皆
伐
事
業

に
取
り
組
み
、昨
年
導
入
し
た
高
性
能
林
業
機
械（
ハ
ー
ベ
ス
タ

一
台
、フ
ォ
ワ
ー
ダ
一
台
）を
駆
使
し
て
木
材
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

を
図
り
、組
合
員
の
皆
様
へ
少
し
で
も
お
返
し
の
で
き
る
森
林

整
備
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の

増
進
と
循
環
型
森
林
の
形
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。又
、生
産

し
た
木
材
は
、昨
年
設
立
し
た「
斐
伊
川
流
域
森
林
組
合
納

材
協
議
会
」を
中
心
に
販
路
選
択
に
努
め
有
利
販
売
を
目
指

し
ま
す
。�

　
今
年
一
月
の
降
雪
に
よ
る
出
雲
市
南
部
を
主
と
す
る
造
林

木
の
折
損
・
倒
木
等
大
き
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
営
々
と
管
理
な
さ
れ
た
林
家
の
皆
様
は
大
き
な
打
撃

と
山
林
意
欲
の
低
下
を
余
儀
無
く
さ
れ
ま
し
た
。被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。こ

れ
に
対
す
る
対
応
も
県
・
市
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
整
備

を
実
施
い
た
し
ま
す
。�

　
林
業
を
と
り
ま
く
経
営
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、加
工
部
門
に
於
け
る
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
り
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。�

　
又
、松
く
い
虫
防
除
事
業
を
は
じ
め
、経
済
対
策
と
し
て
打

ち
出
さ
れ
た
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事
業
及
び
雇
用

創
出
事
業
等
に
も
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。�

　
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
更
な
る
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

平
成
２１
年
度
の
方
針�

代
表
理
事
専
務
　
田
部
昌
徳�
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通
常
総
代
会
開
催�
通
常
総
代
会
開
催�

　
去
る
五
月
二
十
九
日
、
平
成
二
十
一
年
度
通
常
総
代
会
を
組
合
本
所

で
、
総
代
本
人
一
二
一
名
の
ほ
か
委
任
状
、
書
面
議
決
を
含
め
て
一
七

七
名
の
出
席
を
得
て
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。�

　
佐
田
地
区
の
神
田
満
穂
総
代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
た
後
、
七
議
案
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

　
林
業
を
と
り
ま
く
状
況
は
一
層
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、

合
併
十
周
年
記
念
の
式
典
を
十
月
に
開
催
し
役
職
員
一
同
地
域
に
根
ざ

し
た
森
林
組
合
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
、
ま
た
想
い
を
新
た
に
致
し
た

と
こ
ろ
で
す
。�

　
永
年
続
け
て
き
ま
し
た
松
く
い
虫
防
除
空
中
散
布
が
健
康
被
害
の
発

生
に
よ
り
、
明
確
な
原
因
が
特
定
さ
れ
な
い
ま
ま
中
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
森
林
の
管
理
形
態
も
大
き
く
方
向
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
に
一
抹
の
不
安
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。�

　
森
林
の
公
益
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
森
づ
く
り
を
実
施
す
る

た
め
「
新
島
根
森
林
・
林
業
活
性
化
プ
ラ
ン
」
に
そ
っ
て
事
業
展
開
を

図
る
と
共
に
、
出
雲
林
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ

ン
ド
（
林
業
３
Ｆ
事
業
）
を
活
用
し
て
、
森
林
整
備
事
業
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
施
業
集
約
化
・
供
給

情
報
集
積
事
業
を
進
め
、
本
年
度
は
三
団
地
、
三
九
九
謔
の
施
業
集
約

化
団
地
を
設
定
す
る
一
方
、
生
産
性
の
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
た

め
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
高
性
能
林
業
機
械
を
導
入
し
組
合

員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施
設
整
備
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

十
月
に
は
斐
伊
川
流
域
六
組
合
で
「
斐
伊
川
流
域
森
林
組
合
納
材
協
議

会
」
を
設
立
し
間
伐
材
の
販
路
拡
大
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。�

　
本
年
度
の
事
業
取
扱
高
は
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
九

億
二
、三
〇
〇
万
円
と
計
画
に
対
し
121
％
と
な
り
、
一
、一
七
九
万
円
の

当
期
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

平成20年度事業報告書・貸借対照表・損益計算書・剰余金処分案・注記事項及び附属明細書
の承認について�

平成21年度事業計画の設定について�

平成21年度内における借入金最高限度額決定について�

１組合員に対する貸付金最高限度額決定について�

諸手数料率決定について�

平成21年度役員報酬額の決定について�

余裕金預け入先決定について�

第1号議案�
�

第2号議案�

第3号議案�

第4号議案�

第5号議案�

第6号議案�

第7号議案�

平成21年度  通常総代会提出議案�

平
成
２１
年
度�
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現 金 ・ 預 金 �

受 取 手 形 �

売 掛・未 収 金 �

棚 卸 資 産 �

その他流動資産�

〔流 動 資 産 計〕�

有 形 固 定 資 産 �

無 形 固 定 資 産 �

転 貸 資 金 貸 付 �

外 部 出 資 金 �

その他固定資産�

〔固 定 資 産〕�

繰 延 資 産 �

�

�

�

�

【資 産 合 計】�

4,683�

2,415�

338,400�

33,550�

12,023�

391,071�

361,000�

21,068�

19,219�

29,405�

82�

430,774�

1,055�

�

�

�

�

822,900

買 掛・未 払 金 �

短 期 借 入 金 �

その他流動負債�

〔流 動 負 債 計〕�

長 期 借 入 金 �

転 貸 資 金 借 入 �

諸 引 当 金 �

〔固 定 負 債 計〕�

【負 債 合 計】�

〔出  資  金〕�

〔利 益 剰 余 金〕�

法 定 準 備 金 �

任 意 積 立 金 �

当 期 剰 余 金 �

前期繰越剰余金�

〔当期未処分剰余金〕�

【純 資 産 合 計】�

【負債・純資産合計】�

162,372 �

62,000 �

9,423 �

233,795 �

56,025 �

19,354 �

47,254 �

122,633 �

356,428 �

404,091 �

�

21,510 �

24,000 �

11,795 �

5,076 �

16,871 �

466,472 �

822,900 

科　　目� 金　　額� 科　　目� 金　　額�

Ⅰ 貸借対照表�
平成21年3月31日現在�

（単位：千円）�

【当期未処分剰余金】�

【剰余金処分額】�

法 定 準 備 金 �

任 意 積 立 金 �

【次期繰越剰余金】�

�

�

当期剰余金の20％以上�

�

�

�

�

2,500�

10,000�

�

16,871�

�

�

12,500�

4,371

科　　目� 積 算 内 訳 � 小　　計� 金　　額�

Ⅲ 剰余金処分�
（単位：千円）�

事 業 収 益 �

事 業 費 用 �

【事 業 総 利 益】�

事 業 管 理 費 �

【事 業 利 益】�

事 業 外 収 益 �

事 業 外 費 用 �

【経 常 利 益】�

特 別 利 益 �

特 別 損 益 �

【税引前当期利益】�

法人税及び住民税額�

【当 期 剰 余 金】�

【前期繰越剰余金】�

【当期未処分剰余金】�

923,272�

647,604�

275,668�

265,466�

10,202�

11,976�

9,724�

12,454�

12,588�

12,634�

12,408�

613�

11,795�

5,076�

16,871

科　　目� 金　　額�

Ⅱ 損益計算書�
平成20年4月1日～平成21年3月31日�

（単位：千円）�

脚注　1. 次期繰越剰余金中、教育情報資金は600,000円である。�

出雲地区森林組合 組織及び機構図�

参　　　事�

代表理事専務�

代表理事組合長�

総　代　会�

理　事　会� 監　事　会�

業　務　課�総　務　課�

労務管理係�

作 業 員 �

森林整備係� 購 買 係 �

森林管理課� チップ生産工場� 加工工場�

造 林 係� 地籍調査係�

平田支所� 佐田支所�

平成21年7月1日現在�
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　6月15日（月）から19日（金）の5日間、出雲農林高校環境学科の生徒さん12名が

組合での職場体験を行いました。�

　湖陵ふるさとの森での下刈作業に始まり、日御

碕の漁民の森、鰐淵寺の自然歩道パトロール、組

合施設見学等（加工工場、チップ生産工場）の研

修を行いました。�

　また、16日は佐田中学校「緑の少年団」活動

に参加したり、最終日には組合の労働安全衛生

大会に参加し、応急手当の研修を職員・作業員と

一緒に取り組まれました。�

　6月16日（火）に佐田中学校「緑の少年団」活
動として、目田森林公園内の実習林で間伐・枝落
とし・玉切り・皮はぎの体験の指導者として、組合
も参加しました。�
　佐田中学校では「自然を愛し郷土を誇りに思う
心情や態度を育てる」ことを目的として、毎年こ
の時期に森林作業実習を行います。�
　今回は組合で就業体験をしている出雲農林高
校の生徒さんも一緒に参加し、中学・高校の生徒
さんがお互い力を合わせて取り組んでいる姿に、
指導する側も力が入りました。�

　出雲地域では、今年1月の南部地域を中心に大量
積雪による幹折れや根返りなどの雪害が発生しました。�
　森林国営保険に加入している山林には被害を調査
し制度にしたがって補償していますので、組合総務課
までご連絡下さい。�
　また新たに加入を希望される方も相談・見積を致し
ますのでお気軽にお尋ね下さい。� こんな災害が対象となります。�
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島根県水源林造成事業3万㌶造成記念式典で受賞しました�島根県水源林造成事業3万㌶造成記念式典で受賞しました�
　
昭
和
三
十
六
年（
一
九
六
一
年
）か
ら
島
根
県
に
お
け

る「
水
源
林
造
成
事
業
」が
始
ま
り
平
成
二
十
年
度
末

で
全
国
初
の
植
栽
面
積
三
万
㌶
の
造
成
を
達
成
し
た

記
念
式
典
が
六
月
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
当
組
合
も
参
加
し
、全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
連

合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。ま
た
業
務
課
造
林
係（
現 

森
林
管
理
課
造
林
係
）の
今
岡
光
生
さ
ん
が
島
根
県
水

源
林
造
林
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
水
源
か
ん
養
機
能
の
発
揮
を
図
る
水
源
林
造
成
事

業
の
役
割
は
極
め
て
大
き
く
、今
後
と
も
循
環
型
作
業

を
目
指
し
て
、造
林
木
の
育
成
・
管
理
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。�

　平成21年4月25日と26日の2日間にわたり出雲「花と
緑」総合フェスティバル2009が出雲ドームで開催されま
した。�
　このフェスティバルは、花と緑のまちづくりを進め、潤い
と安らぎあふれる生活空間を創出し庭園都市創造を目的
として今回で１１回目となります。�
　組合でも木のコーナーとして、木工作体験コーナーや木
工品・林業資材の展示販売を催して参加しました。�
　体験コーナーは両日とも肌寒い雨模様にもかかわらず
沢山の参加者の方で賑わいました。�

樹木のことは出雲市樹医センターに�
ご相談下さい。�

花と緑のフェスティバル相談コーナーの様子�

　出雲市の樹医制度が全国に先駆けて誕生して20年が経
ちます。�
　出雲市民の方に無料で樹木の病害虫の診断や防除方法、
樹木の折傷治療方法など、樹木の特性にあった植栽・管理

や保育に至るまで
の指導助言を行う
出雲市の制度です。�
　現在7名の樹医
の先生が出雲市に
認定されています
ので、多くの市民
の方のご利用をお
待ちしています。�

蕁�問い合わせ先：森林組合本所内 22-6497（ﾑｼｸｳﾅ）�
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パーゴラ（出雲市 花の郷）�

看板（奥出雲町 高田小学校）� 写真立て�

パーゴラ（出雲市 花の郷）�

看板（奥出雲町 高田小学校）� 写真立て�

表彰式�

体験発表�
指差唱和�

心肺蘇生法講習�

（平成21年度からのフレッシュマンです）�

　平成21年4月1日付
けで出雲地区森林組合
に入りました 飯塚 昇 と
いいます。�
　歳は31才で斐川町に
妻と3才の息子と3人で
暮らしています。�
　林業の経験は全くあり
ませんが、いち早く戦力
になれるよう努力します
ので、ご指導ご鞭撻の程
よろしくお願いします。�

　5月25日から森林組
合でお世話になることに
なりました。�
　まだひと月も経ってお
りませんが、自分なりに
一生懸命やっていこうと
思っています。�
　まだまだ入ったばかり
で分からないことや、経験
したことのない事が沢山
ありますので、ご指導の
程よろしくお願いします。�

　4月より研修生として
お世話になります。�
　林業という職業におけ
る知識・技術をより自己
のものとする為、日々努
力していく所存でありま
す。未熟者ですがよろし
くお願い致します。�
�

飯塚　昇� 天野 敬太� 遠藤 亮介�

　
加
工
工
場
で
は
組
合
員
の
皆
様
か
ら

出
荷
頂
い
た
間
伐
材
を
、
付
加
価
値
を

付
け
て
広
く
利
用
し
て
行
く
た
め
に
様
々

な
加
工
を
し
て
い
ま
す
。
�

　
最
近
の
加
工
実
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
�

森
林
組
合
系
統
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
�

決
定
し
ま
し
た
。�

　
森
林
組
合
系
統
の
個
性
を
明
確
に
し
て
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
を

図
り
、
内
外
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
活
動
の
た
め
に
「
Ｊ
Ｆ
ｏ

ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」
愛
称
及
び
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。
�

　
森
林
組
合
系
統
は
『
ひ
と
つ
の
森
林
組
合
』
と
し
て
、
共
同

行
動
が
行
え
る
体
制
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
愛
称
と
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
統
一
し
て
使
用
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
べ
く
組
織
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
�

○
ロ
ゴ
マ
ー
ク
「
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」
と
は
�

①
「
Ｊ
」
と
い
う
文
字
（
デ
ザ
イ
ン
）

は
大
地
か
ら
力
強
く
育
つ
木
を
表

し
ま
す
。
「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」
は

洗
練
さ
れ
た
森
林
（
間
伐
さ
れ
、

美
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
森
林
）

を
表
現
し
て
い
ま
す
。
�

②
一
番
肝
心
の
「
山
間
」
は
、
曲

線
一
筆
で
描
い
て
あ
り
ま
す
。
曲

線
を
地
平
線
と
み
な
し
、
地
平
線

の
向
こ
う
、
つ
ま
り
は
先
（
未
来
）

を
見
つ
め
て
「
森
林
組
合
系
統
は

進
む
」
と
い
う
意
思
を
表
し
、
こ

れ
か
ら
も
続
く
で
あ
ろ
う
厳
し
い

社
会
情
勢
、
林
業
情
勢
に
全
国
の
森
林
組
合
系
統
が
力
を
携

え
、
つ
ま
り
は
環
に
な
っ
て
立
ち
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
一
体

か
つ
前
向
き
な
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。
�

③
「
Ｊ
」
「
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
」
「
山
間
」
に
こ
の
よ
う
な
意
味

を
持
た
せ
な
が
ら
、
ロ
ゴ
と
し
て
の
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
て
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
今
後
は
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
と
も
に
森
林
組
合
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
組
合
員
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
取

組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。
�
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